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　このたび、上記の弊社製品につきまして、添付文書の「使用上の注意」の一部を改訂いたしましたので、お知ら
せ申し上げます。ご使用に際しましては、改訂後の各項を十分ご参照くださいますようお願い申し上げます。
　また、今後とも弊社製品のご使用に当たって、副作用等の治療上好ましくない事象をご経験の際には、弊社まで
できるだけ速やかにご連絡くださいますようお願い申し上げます。

1．改訂内容
次のとおり、自主改訂いたしました。
・相互作用相手薬の販売中止に伴い、「禁忌」及び「併用禁忌」の項より「サキナビル（インビラーゼ）、イン
ジナビル（クリキシバン）」、「オムビタスビル・パリタプレビル・リトナビル（ヴィキラックス）」に関する
記載を削除いたしました。
・「禁忌」の項にて、「アゾール系抗真菌剤（外用剤を除く）」を「アゾール系抗真菌剤（経口剤、注射剤）」へ
記載整備いたしました。

※新旧対照表は次頁以降に掲載しておりますので、ご確認ください。

2．DSU掲載
使用上の注意改訂情報は、2021年 8月発行予定の「医薬品安全対策情報（DSU）No.301」に掲載される予
定です。

2021年 7月- 8 月

医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。

「使用上の注意」の改訂に関するお知らせ

持続性Ca拮抗剤
日本薬局方　アゼルニジピン錠

今回の使用上の注意改訂等を反映した添付文書情報につきましては、以下のホームページよりご確認ください。
・医薬品医療機器総合機構ホームページ（https://www.pmda.go.jp/）
・共創未来ファーマ株式会社ホームページ（http://www.kyosomirai-p.co.jp/）

【お問い合わせ先】
共創未来ファーマ株式会社 お客様相談室
〒 155-8655 東京都世田谷区代沢 5-2-1

TEL 050-3383-3846
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改　訂　後 改　訂　前

【禁忌（次の患者には投与しないこと）】
⑴～⑵　<変更なし>
⑶アゾール系抗真菌剤（経口剤、注射剤）（イト
ラコナゾール、ミコナゾール、フルコナゾー
ル、ホスフルコナゾール、ボリコナゾール）、
HIVプロテアーゼ阻害剤（リトナビル含有製
剤、ネルフィナビル、アタザナビル、ホスア
ンプレナビル、ダルナビル含有製剤）、コビシ
スタット含有製剤を投与中の患者（「3．相互作
用」の項参照）

【使用上の注意】
3．相互作用
本剤は、主としてチトクロームP450 3A4（CYP
3A4）で代謝される。
⑴併用禁忌（併用しないこと）

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子
<省略>

HIVプロテアーゼ阻
害剤
リトナビル含有製
剤
ノービア
カレトラ
ネルフィナビル
ビラセプト
アタザナビル
レイアタッツ
ホスアンプレナビ
ル
レクシヴァ
ダルナビル含有製
剤
プリジスタ
プレジコビックス
コビシスタット含有
製剤
スタリビルド
ゲンボイヤ
プレジコビックス

併用により本剤
の作用が増強さ
れるおそれがあ
る。

これらの薬剤が
CYP3A4を阻害
し、本剤のクリ
アランスが低下
すると考えられ
る。

⑵併用注意（併用に注意すること）
<変更なし>

【禁忌（次の患者には投与しないこと）】
⑴～⑵　<省略>
⑶アゾール系抗真菌剤（外用剤を除く）（イトラ
コナゾール、ミコナゾール、フルコナゾール、
ホスフルコナゾール、ボリコナゾール）、HIV
プロテアーゼ阻害剤（リトナビル含有製剤、
サキナビル、インジナビル、ネルフィナビル、
アタザナビル、ホスアンプレナビル、ダルナ
ビル含有製剤）、コビシスタット含有製剤、オ
ムビタスビル・パリタプレビル・リトナビル
を投与中の患者（「3．相互作用」の項参照）

【使用上の注意】
3．相互作用
本剤は、主としてチトクロームP450 3A4（CYP
3A4）で代謝される。
⑴併用禁忌（併用しないこと）

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子
<省略>

HIVプロテアーゼ祖
害剤
リトナビル含有製
剤
ノービア
カレトラ
サキナビル
インビラーゼ
インジナビル
クリキシバン
ネルフィナビル
ビラセプト
アタザナビル
レイアタッツ
ホスアンプレナビ
ル
レクシヴァ
ダルナビル含有製
剤
プリジスタ
プレジコビックス
コビシスタット含有
製剤
スタリビルド
ゲンボイヤ
プレジコビックス

併用により本剤
の作用が増強さ
れるおそれがあ
る。

これらの薬剤が
CYP3A4を阻害
し、本剤のクリ
アランスが低下
すると考えられ
る。

オムビタスビル・パ
リタプレビル・リト
ナビル
ヴィキラックス

併用により本剤
の作用が増強さ
れるおそれがあ
る。

リトナビルが
CYP3A4を阻害
し、本剤のクリ
アランスが低下
すると考えられ
る。

⑵併用注意（併用に注意すること）
<省略>

新旧対照表（抜粋） （改訂箇所：　　　、削除箇所： 　　　　　　 部）

（2021年7月改訂）


